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当
院
で
低
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｐ
食
療
法
を
実
施
し
た

過
敏
性
腸
症
候
群
患
者
二
例
の
効
果
報
告

ク
ロ
ー
ン
病
に
お
け
る
腸
管
不
全
・
短
腸
症
候
群
の
現
状

後
藤
有
規
子
先
生
（
大
腸
肛
門
病
セ
ン
タ
ー
高
野
病
院
）

馬
場
重
樹
先
生
（
滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
）

　
演
者
の
後
藤
先
生
が
勤
務
す
る
高
野
病
院

に
は
、
多
く
の
Ｉ
Ｂ
Ｄ
患
者
が
通
院
し
て
い

る
。
本
講
演
で
は
過
敏
性
腸
症
候
群（
Ｉ
Ｂ
Ｓ
）

に
対
す
る
「
低
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｐ
食
」
の
効
果

に
つ
い
て
症
例
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
「
低
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｐ
食
」
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
何
度
か
弊
誌
で
取
り
上
げ
て
お
り
（
※
）、

ま
た
、
専
門
家
の
間
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｐ
と
は
、
Ｆ
（
発
酵
性
）・
Ｏ

（
オ
リ
ゴ
糖
）・
Ｄ
（
二
糖
類
）・
Ｍ
（
単
糖
類
）・

Ａ
ｎ
ｄ
Ｐ
（
ポ
リ
オ
ー
ル
）
の
頭
文
字
を
組

み
合
わ
せ
た
、
糖
鎖
の
短
い
炭
水
化
物
の
総

称
で
あ
る
。
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｐ
は
健
康
な
人
で

は
問
題
な
く
消
化
吸
収
さ
れ
る
が
、
一
部
の

　

ク
ロ
ー
ン
病
（
Ｃ
Ｄ
）
は
、
病
状
が
進
行

す
る
と
し
ば
し
ば
腸
管
狭
窄
や
潰
瘍
、
ろ
う

孔
な
ど
に
よ
り
複
数
回
の
手
術
が
必
要
に
な

る
。
ま
た
、
広
範
あ
る
い
は
複
数
回
の
小
腸

切
除
が
契
機
と
な
り
、
ス
ト
ー
マ
の
造
設
や

短
腸
症
候
群
を
来
す
こ
と
に
よ
り
、
腸
管
不

全
に
至
る
症
例
も
あ
る
。

　
本
講
演
で
馬
場
先
生
は
、
滋
賀
医
科
大
学

医
学
部
附
属
病
院
に
お
け
る
Ｃ
Ｄ
患
者
の
累

積
手
術
回
避
率
を
示
し
た
。
お
よ
そ
３
３
０

名
の
患
者
の
約
半
数
が
10
余
年
で
腸
管
切
除

を
受
け
、
最
終
的
に
手
術
に
至
る
症
例
が
多

い
と
い
う
。
累
積
部
位
別
の
手
術
回
数
に
つ

い
て
は
、
も
っ
と
も
手
術
を
回
避
で
き
て
い

る
の
は
大
腸
型
Ｃ
Ｄ
、
逆
に
も
っ
と
も
手
術

Ｉ
Ｂ
Ｓ
や
Ｉ
Ｂ
Ｄ
患
者
で
は
（
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｐ
が
）
小
腸
に
残
留
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

し
て
腹
痛
や
下
痢
、
ガ
ス
や
膨
満
感
な
ど
を

引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
る
。

　
高
野
病
院
で
２
名
の
Ｉ
Ｂ
Ｓ
患
者
に
入
院

で
「
低
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｐ
食
」
を
３
週
間
継
続

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
症
状
改
善
を
認
め
た

と
い
う
。
し
か
し
、
３
週
目
以
降
は
症
状
不

変
や
増
悪
項
目
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

自
宅
で
の
低
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｐ
食
療
法
は
継
続

が
難
渋
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
が
、
後
藤

先
生
は
「
低
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｐ
食
の
摂
取
は
Ｉ

Ｂ
Ｓ
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
効
果
が
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。
そ
れ
は
、

腹
痛
や
下
痢
な
ど
の
身
体
症
状
だ
け
で
な
く
、

を
必
要
と
す
る
の
は
小
腸
型
Ｃ
Ｄ
だ
と
い
う
。

大
腸
型
Ｃ
Ｄ
は
狭
窄
を
起
こ
し
に
く
い
こ
と

や
、
生
物
学
的
製
剤
（
バ
イ
オ
）
を
は
じ
め

と
す
る
薬
剤
の
効
果
が
高
い
と
報
告
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
馬
場
先
生
は
「（
大
腸
型
Ｃ

Ｄ
は
）
薬
剤
の
反
応
性
も
（
手
術
回
避
の
）

結
果
に
現
れ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

　

次
に
、
ス
ト
ー
マ
の
造
設
に
つ
い
て
は
、

10
年
以
上
の
経
過
で
84
％
の
患
者
は
回
避
で

き
て
い
る
が
、
逆
を
返
す
と
16
％
の
患
者
は

ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ

で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
在
宅
静
脈
経
腸
栄
養
療
法
が
必
要

に
な
る
患
者
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う

「
活
動
制
限
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
（
後
藤
先

生
）」
と
い
う
。
例
え
ば
「
旅
行
に
対
す
る
心

配
が
減
っ
た
」「
人
間
関
係
が
改
善
し
た
」
な

ど
と
い
う
具
体
的
な
事
例
が
確
認
で
き
て
い

る
そ
う
だ
。

　

最
後
に
、
自
宅
で
の
食
事
に
つ
い
て
、
後

藤
先
生
は
「
小
麦
や
乳
製
品
な
ど
、（
症
状
の
）

原
因
と
な
る
食
材
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
れ
ら

を
控
え
る
こ
と
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
上
が
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
」
と
述
べ
、
今
後
も
個
々
の
患
者
の

状
態
に
応
じ
て
適
宜
介
入
し
て
い
く
と
の
姿

勢
を
示
し
た
。

（
※
）「
低
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｐ
食
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｃ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
１
１
７
号
「
特
集
Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
食
事
・
栄
養
療

法
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。

か
。
馬
場
先
生
の
施
設
で
は
２
例
の
患
者
が

そ
の
対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
98
・
１
％
は

回
避
で
き
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｄ
の
ス
ト
ー
マ
造
設
を
回
避
す
る
た
め

に
は
「
大
腸
や
肛
門
病
変
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
必
要
（
馬
場
先
生
）」
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ

Ｄ
で
は
残
存
小
腸
の
炎
症
に
よ
り
短
腸
症
候

群
を
来
し
や
す
い
。

　

最
後
に
馬
場
先
生
は
、
長
期
に
在
宅
中
心

静
脈
栄
養
（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
）
を
行
う
際
の
注
意
点

に
つ
い
て
、「
カ
テ
ー
テ
ル
感
染
」
を
挙
げ
た
。

１
~
２
Ｌ
／
日
程
度
の
輸
液
を
要
す
る
症
例

で
は
、
レ
ペ
ス
テ
ィ
ブ
の
投
与
に
よ
り
Ｔ
Ｐ

Ｎ
を
離
脱
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

第37回日本臨床栄養代謝学会学術集会レポート

（編集部注：現在はバイオの早期導入などにより、当時のデータとは状況が
異なっているそうです）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
11
（
腸
管
不
全
・
短
腸
症
候
群
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル and M

IRAI

）
よ
り




